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・着実に前進している感がある
・会員への展開をお願いします
・目的をはっきりとしていき、環境まで作って実用的に入門としてよい
・狙い明確で、計画性がある。実績も上がっている。活動の幅も広い
・発表内容が広さ、深さ、ともに申し分ない出来だった

技術本部の活動をご理解いただくことを目的に、各委員会・WGが
2022年度に実施した 調査研究とその成果等を発表しました。
日　　時    2023年6月9日（金） 12:55～17:10
会　　場    HSB鐵砲洲 貸会議室（八丁堀）　
開催形式    会場及びオンラインでのハイブリット開催

特別賞

小檜山 智久

・前回は感情認識だったが今回は笑顔だけなので
　スペック的にはダウンした感がある
・笑顔に着目したことが良い
・スマホに移植すればヒットしそう。心の病の治療に使えそう
・多様な広がりを感じさせる活動内容

國井 雄介

・これまでの活動成果が分かり易くまとめられていた。
　普及の向けての課題にも触れて欲しかった
・良いものを作っているが国際標準化をもっとすすめれば
　よいのではないか
・成果が見えるようにして欲しい、数字で表示できないか、
　標準化について示して欲しい

中村 憲一

・コモングラウンドはリアルタイム性がキモだと思います
・３つのWGで取り組みがどう役立つのかがわからなかった
・IoT研究の7年間を振り返って頂いた
・コモングラウンドのテーマがバクゼンとしないようにお願いしたい
・間口を広く取り議論した点は評価できる。その分だけフォーカスが
　絞れていない面も

竹田 彰彦
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▶挨拶に立つ竹内嘉一会長
▼リアル会場での発表の様子

小水 元

・セミナーが企業のトライアルに繋がったのが良かった
・教材開発とその活用を中心に継続的な活動がなされている点を評価
・もう少し高い目標設定が望まれる。AIについての講座を望みたい

牧野 進二

・認証と比較して、ラベリングに注力して推進との事
・多岐にわたる項目で着実に成果をあげている。
　可能なスピードをさらにアップを

牧野 進二

・V-TOL期待で飛行させる点、ゴールをどこに置くか？
・ソフト面、ハード面を意識した活動が必要ではないか。
・JASAのWGとして特色を出してほしい。取組は面白いので後々はスピード感を

中村 仁昭

・組込みとAIを組み合わせるのはよいが、勉強会・コンペにとどまる。
・注目が集まるテーマだけにもう少し、弾けてほしかった。
・テーマ選択が面白い。引き続き活動を

竹岡 尚三

・目的が明確で情報がよく整理されている。OSSハンズオンとかGOOD
・JASA技術本部の情報ソースとして貴重
・幅広い情報収集を共有頂きました。

芳村 美紀

・知見を実践につなげて欲しい
・ゴールを明確化して推進している。良い意味でＪＡＳＡらしくない
・JOB理論モデルの拡張というテーマ設定から有益な成果が生み出された点を評価

吉田 耕司

・IoT技術高度化委員会のように新しい分野に挑戦してはどうか
・2024年度ハンズオン開催を目指すとのこと
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